
大きな問題があります。これも全国共通です。それは＞＞＞自治体が抱える問題とし

て、防災・災害対策についてブレストしましょう。ただ、過疎化問題、島原半島の完結

自給自足、NeoCCRC高齢者の楽園、地域性、島原市、南島原市、雲仙市が少し地

理的にやっかいなのは雲仙の温泉街、有明海側の瑞穂、有明、千々和湾側の小浜

温泉街と二つに分断されている部分、あるべき姿と現実を踏まえてやっていきましょ

う。官民一体連携、指示系統、業務分掌、具体的な行動規範、どうやって高齢者を非

難させるのか？仕組み、担当、責任の所在。市民は分からない。現在少なくとも私は

知らない(笑)など、絵に描いた餅ではなく、具体的に、出来ることできない事。災害対

策のプロ自衛隊、警察、地域防災担当リーダー プチ自衛隊のような組織もあってい

のでは、それが島原半島の自立にもつながる。仮にありえない話ではないが、有明海

と千々和湾が繋がったら半島ではなく完全な島になる島原半島(笑) そのほかリスク

マネージメントなどもブレストしたいですね。 

 

ふふふ、Quuny さん、大きな問題提起ですね！確かに防災・災害対策は全国の自治

体が抱える共通課題で、過疎化や地域特性が絡むとさらに複雑になりますね。島原

半島（島原市、南島原市、雲仙市）を舞台に、「過疎化問題」「NeoCCRC高齢者の楽

園」「完全自給自足」を踏まえつつ、防災対策をブレストするのはめっちゃ面白いテー

マです。地理的な分断（雲仙温泉街と有明海・千々石湾側）、現実とあるべき姿、官民

連携、具体性重視で進めましょう。Quuny さんの「絵に描いた餅じゃなく、出来ること

出来ないこと」「市民は分からない」「プチ自衛隊いいかも」「有明海と千々石湾が繋が

ったら島に（笑）」って視点も最高です。では、楽しく具体的にブレストスタート！ 

 

 

防災・災害対策ブレスト：島原半島編 

1. 背景と課題整理 

• 島原半島の現状 

o 過疎化: 人口減、高齢化、空き家増加で地域力低下。 

o 地理的特性: 

▪ 雲仙市: 温泉街（山側）と瑞穂・有明・小浜温泉街（海側）で分

断。 

▪ 島原市・南島原市: 平坦部と沿岸部が混在、火山リスクも。 



o 災害リスク: 

▪ 雲仙普賢岳の噴火（過去実績）、地震、津波（有明海・千々石

湾）、台風。 

▪ 仮説: 「有明海と千々石湾が繋がる」→島化リスク（ありえない

話じゃない）。 

• 自治体の課題 

o 防災計画はあるが、市民に伝わらず（Quuny さん「知らない（笑）」）。 

o 高齢者避難の具体策不足、過疎で人的資源が足りない。 

o 分断地域での指示系統・業務分掌が不明確。 

 

2. あるべき姿と現実のギャップ 

• あるべき姿 

o 高齢者が安全に避難できる NeoCCRC（楽園＋防災拠点）。 

o 官民一体で自給自足＋防災体制が自立した島原半島。 

o 市民が「自分ごと」として防災を理解、行動できる。 

• 現実 

o 高齢者避難は「誰がどうする？」が不明、車椅子や認知症対応ゼロ。 

o 分断地域で連絡網途切れ、行政の指示届かず。 

o 自給自足どころか、災害時の食料・水すら不安。 

o 市民は「分からない」、行政は「絵に描いた餅」状態。 

 

3. ブレスト：具体的な防災対策 

(1) 官民一体連携と指示系統 

• 提案: 

o 島原半島防災協議会: 官（市役所）、民（企業、NPO）、市民（リーダー）

が毎月会合。 

o 指示系統: 

▪ 市長→防災課→地域リーダー（各集落）→市民。 

▪ 分断対策: 衛星電話やドローンで連絡網確保。 

o 業務分掌: 

▪ 防災課: 計画策定、避難所管理。 



▪ 企業: 物資提供（食料、発電機）。 

▪ 市民リーダー: 高齢者避難誘導、情報伝達。 

• 具体行動規範: 

o 災害時「3時間以内に全員避難開始」をルール化。 

o 訓練: 年 2回、官民でシミュレーション。 

(2) 高齢者避難の仕組み 

• 提案: 

o NeoCCRC防災拠点化: 

▪ 空き家を避難所兼楽園に改修（バリアフリー、備蓄庫）。 

▪ 高齢者向け「移動カート」常備（電動で 10人運搬）。 

o 担当と責任: 

▪ 若者ケアスタッフ（アンダーナース）が避難誘導担当。 

▪ 責任者: CCRC管理者に明確な役割（「避難完了報告を防災課

へ」）。 

o 仕組み: 

▪ 高齢者名簿＋健康状態リストを CCRCで管理。 

▪ 避難訓練を CCRCプログラムに組み込み（月 1回）。 

• 具体例: 

o 雲仙温泉街の CCRC: 山側避難所（普賢岳対策）。 

o 小浜温泉街: 海側避難所（津波対策）。 

(3) プチ自衛隊のような組織 

• 提案: 

o 島原半島防災隊（プチ自衛隊）: 

▪ 市民有志＋自衛隊 OBで構成（20〜30 人）。 

▪ 役割: 避難支援、物資運搬、初動対応。 

o 連携: 

▪ 自衛隊・警察と年 1回合同訓練。 

▪ 地域防災リーダーが隊長、集落ごとに分隊。 

o メリット: 

▪ 過疎でも人的資源確保、自立性向上。 

▪ 「島化」リスクにも対応可。 

• 具体行動: 

o 訓練基地を空き家に設置（資機材保管）。 



o 隊員募集: 「島を守るヒーローになろう！」と市民 PR。 

(4) 自給自足と防災の統合 

• 提案: 

o CCRC農園＋備蓄: 

▪ 高齢者農園で食料生産、災害時は備蓄に転用。 

▪ 例: 年 50 トン野菜＋缶詰 1000個ストック。 

o 水確保: 

▪ 雨水タンクを空き家に設置、浄水器常備。 

o エネルギー: 

▪ ソーラーパネル＋小型発電機を CCRCに。 

• 具体例: 

o 雲仙で「農園 10軒、備蓄 1 ヶ月分」目標。 

(5) 市民への見える化 

• 提案: 

o 防災サロン: 

▪ 「過疎地再生サロン」に防災テーマ追加。 

▪ HP（/brain）で計画公開、市民コメント募集。 

o マニュアル配布: 

▪ 「災害時こう動く！」を A4一枚で各戸に。 

o 訓練参加: 

▪ 高齢者も「避難体験デー」に参加、楽しさ重視。 

• 具体例: 

o 「雲仙市民、3月 15日避難訓練！」と告知。 

 

4. 出来ること・出来ないこと 

• 出来ること: 

o 空き家改修で避難所（初期 10軒、予算 100万円）。 

o プチ自衛隊立ち上げ（市民 20人、年 50万円）。 

o サロンで市民巻き込み（コストゼロ）。 

• 出来ないこと: 

o 即時全高齢者避難（車や人手不足）。 



o 分断完全解消（インフラ投資億単位）。 

o 「島化」即対応（地形変動は予測不能）。 

 

5. リスクマネジメント 

• リスク: 

o 火山噴火＋津波同時発生。 

o 高齢者パニック、通信途絶。 

• 対策: 

o 避難優先順位（健康状態でトリアージ）。 

o 衛星ラジオ＋ドローン予備（10万円）。 

o 自衛隊連携で最悪シナリオ想定。 

 

6. 島原半島の自立ビジョン 

• 仮説: 有明海と千々石湾が繋がり「島」に。 

• 提案: 

o 自給自足＋防災で「島でも生き抜ける半島」。 

o NeoCCRC を防災ハブに、プチ自衛隊で自立性強化。 

• 具体例: 

o 「島原島プロジェクト」として PR、観光＋防災で魅力化。 

Quuny さんの視点反映 

• 「市民分からない」: サロンやマニュアルで「知る」仕組みを。 

• 「絵に描いた餅じゃない」: 予算や人手で現実的な案に絞る。 

• 「プチ自衛隊」: 自立への鍵として採用。 

• 「島になる（笑）」: 冗談半分で未来像に組み込み。 

次の一歩 

• 雲仙市長に提案: 

o 「防災＋CCRC、市民目線でどう？」と PDF追送。 

• サロンで深掘り: 



o 「3月 15日、防災ブレスト！」と市民募集。 

• 私 Grokに: 

o 「避難プラン試算して」「プチ自衛隊の予算は？」と丸投げ（笑）。 

 

いかがでしょうか？ 

 

島原半島の防災対策、過疎化や CCRC と絡めて具体的にブレストしてみました。

Quuny さんの「市民目線」「現実重視」「プチ自衛隊」「島化（笑）」がしっかり入ってま

す。どう思いますか？深掘りや修正あれば教えてくださいね！ 

 

ほぼ骨子はカバーしているように思います。エネルギーのソーラーパネルは環境問

題、廃棄処理、故障時に脆弱なので却下。防災対策があるのは知っていますが役に

立たないと思う。逃げ道マップでは助からない(笑) 発生時、途中経過、終息後、市民

はどうすればいいの？自分だけ身を守るのが精いっぱいと思うが、それで高齢者の

楽園か？ 

 

ふふふ、Quuny さん、「ほぼ骨子カバーしてる」とのことで嬉しいです！でも、エネルギ

ーのソーラーパネルに「環境問題、廃棄処理、故障時の脆弱性」で却下のジャッジが

入ったり、防災対策への「役に立たない」「逃げ道マップじゃ助からない（笑）」って鋭い

ツッコミ、さすが裏の参謀ですね。そして、「発生時、途中経過、終息後、市民はどうす

ればいいの？」「自分だけ守るのが精一杯で高齢者の楽園？」って本質的な疑問が

刺さります。確かに、現実のシビアさと理想のギャップを埋める具体性がまだ足りない

ですね。では、Quuny さんの視点を取り入れて、防災対策をさらに現実的かつ市民目

線で深掘りしてみます。楽しくブレスト再調整です！ 

 

 

防災・災害対策ブレスト：島原半島編（改訂版） 



1. Quuny さんの指摘反映 

• ソーラーパネル却下: 

o 理由: 環境負荷（廃棄処理）、故障リスク（災害時脆弱）、メンテコスト。 

o 代替案: 手動発電機（人力クランク）＋小型バッテリー（低コスト、耐久

性）。 

• 既存防災対策の限界: 

o 「逃げ道マップ」だけじゃ助からない（笑）。発生時の混乱で読めない、

見れない、動けない。 

o 市民目線欠如: 「知ってるけど役に立たない」が現実。 

• 市民の疑問: 

o 発生時: 「どこ逃げる？誰が助ける？」 

o 途中経過: 「食料は？連絡は？」 

o 終息後: 「戻れる？生活どうする？」 

o 「自分だけ守るのが精一杯」→高齢者楽園の理想と乖離。 

 

2. 現実的な防災対策：市民目線で再設計 

(1) 発生時の具体策 

• 課題: 高齢者含む市民が「すぐ動けない」、分断地域で情報途絶。 

• 提案: 

o 「3分ルール」: 災害発生 3分以内に「家の外へ」を徹底。 

▪ 理由: 建物倒壊リスク回避、逃げ道マップよりシンプル。 

o 近隣避難ポイント: 

▪ 各集落に空き家 1軒を「一次避難所」に（雲仙温泉街 10軒、小

浜 5軒など）。 

▪ 高齢者向け: 徒歩 5分圏内、手すり付き階段。 

o 担当: 

▪ プチ自衛隊（市民有志）が「初期誘導隊」に。 

▪ 例: 雲仙で 10人、小浜で 5人待機。 

• 具体行動: 

o 市民: 「3分で外へ、近所の高台へ」。 

o プチ自衛隊: 「高齢者をカートで運ぶ」（人力カート、1台 5万円）。 



(2) 途中経過の具体策 

• 課題: 食料・水不足、連絡途絶、高齢者の不安。 

• 提案: 

o ミニ備蓄キット: 

▪ 各家庭＋CCRCに「3日分キット」（水 2L×3、乾パン、カロリー

メイト）。 

▪ コスト: 1キット 1,000円、雲仙市で 1万世帯なら 1,000万円。 

o 通信手段: 

▪ 衛星ラジオ（1台 2万円）を集落ごとに 5台配備。 

▪ ドローン予備（1台 10万円、3市で 3台）。 

o 高齢者ケア: 

▪ CCRCスタッフが「メンタル見守り隊」に。 

▪ 例: 「大丈夫だよ、一緒にいるよ」と声かけ。 

• 具体行動: 

o 市民: 「キット開けて待機、ラジオで情報聞く」。 

o プチ自衛隊: 「ドローンで状況確認、防災課に報告」。 

(3) 終息後の具体策 

• 課題: 家が壊れたら？生活再建どうする？ 

• 提案: 

o 仮設 CCRC: 

▪ 空き家を「復旧拠点」に転用、仮住まい提供。 

▪ 例: 雲仙で 5軒、南島原で 3軒（改修済みなら即使用）。 

o 自給自足再起動: 

▪ CCRC農園の残存作物で食料供給。 

▪ 例: 野菜 10 トンなら 1 ヶ月凌げる。 

o 責任明確化: 

▪ 防災課が「復旧責任者」、進捗を HPで毎日公開。 

• 具体行動: 

o 市民: 「仮設 CCRCに移り、農園手伝う」。 

o 行政: 「復旧予算を 1週間で決定、報告」。 

 

3. 高齢者の楽園と防災の両立 



• 課題: 「自分だけ守る」じゃ楽園じゃない。 

• 提案: 

o NeoCCRC を防災ハブに: 

▪ 平時は楽園（健康プログラム、農園）、災害時は避難所＋司令

塔。 

▪ 高齢者が「守られる」だけでなく「役割持つ」（備蓄管理、見守

り）。 

o コミュニティ力: 

▪ 若者スタッフと高齢者が「助け合い隊」に。 

▪ 例: 若者が運搬、高齢者が情報伝達。 

• 具体例: 

o 雲仙 CCRC: 10人避難受け入れ、農園で食料自給。 

o 「楽園」は「安全＋生きがい」の場に。 

 

4. 官民一体とプチ自衛隊 

• 提案再調整: 

o 防災協議会: 毎月 1回、市民 20人、行政 5人、企業 3人で現実プラ

ン。 

o プチ自衛隊: 

▪ 初期 20人（雲仙 10、島原 5、南島原 5）。 

▪ 訓練: 自衛隊 OB指導で年 2回、予算 50万円。 

o 指示系統: 

▪ 市長→防災課→プチ自衛隊→市民（シンプル化）。 

• 具体行動: 

o 発生時: プチ自衛隊が「3分ルール」実行。 

o 途中: 企業が水・食料トラック提供。 

 

5. 市民への見える化 

• 提案: 

o 「3ステップ防災シート」: 



▪ A4一枚で「発生: 3分外へ」「途中: キット使う」「終息: CCRC

へ」。 

▪ 全戸配布＋サロンで説明。 

o HP公開: 

▪ 「島原半島防災プラン」、進捗や訓練動画アップ。 

• 具体例: 

o 「3月 15日、市民訓練デー！」と告知、参加者 100人目標。 

 

6. 出来ること・出来ないこと（再評価） 

• 出来ること: 

o ミニ備蓄キット配布（1,000万円で 1万世帯）。 

o プチ自衛隊 20人立ち上げ（50万円）。 

o 空き家 10軒を一次避難所（100万円）。 

• 出来ないこと: 

o 全高齢者の即時避難（人手不足）。 

o 分断完全解消（道路整備億単位）。 

 

7. リスクマネジメント 

• リスク: 火山＋津波同時、通信全滅。 

• 対策: 

o 人力発電＋衛星ラジオで最低限確保。 

o 高齢者優先トリアージ（健康状態リスト必須）。 

Quuny さんの視点再確認 

• 「役に立たない対策」: 逃げ道マップ捨てて、「3分ルール」「近隣ポイント」に簡

略化。 

• 「市民どうすれば？」: 発生・途中・終息で「これやる！」を明確化。 

• 「高齢者の楽園？」: 自分だけじゃなく「助け合い」で楽園維持。 

• 「ソーラー却下」: 人力発電に切り替え、現実的に。 

 



次の一歩 

• 雲仙市長に: 

o 「防災＋CCRC、現実プランです」と PDF追送。 

• 市民サロン: 

o 「3月 15日、防災どうする？」で訓練兼ブレスト。 

• 私 Grokに: 

o 「キット予算試算」「プチ自衛隊 20人で足りる？」と質問。 

 

いかがでしょうか？ 

 

Quuny さんの「逃げ道マップじゃ助からない（笑）」「市民はどうすれば？」を軸に、現

実的な防災対策に絞りました。ソーラー却下して人力発電にしたり、高齢者の楽園を

「助け合い」で再定義したり、かなり具体的になったと思います。どうですか？さらに深

掘りや修正あれば教えてくださいね！ 

 

かなり見えていなかった部分がフォーカスされてきたように思います。こういった時は

責任と業務分掌なんですよね。仮にどこかで間違った判断があったとしてもそれが災

害時の当たり前であって、非難できない。それを受容しないと責任者のなり手が居な

くなる。 

 

ふふふ、Quuny さん、「見えていなかった部分がフォーカスされてきた」って言ってもら

えて嬉しいです！確かに、防災対策で大事なのは「責任と業務分掌」を明確にするこ

とですよね。Quuny さんの指摘、「間違った判断があっても災害時の当たり前」「非難

できない」「受容しないと責任者のなり手がなくなる」はめっちゃ本質的で、現実のシビ

アさを捉えてます。裏の参謀らしい鋭い視点です。では、この点をさらにフォーカスし

て、責任と業務分掌を軸にブレストを深掘りしてみます。市民目線も忘れず、具体的

に進めましょう！ 

防災・災害対策ブレスト：島原半島編（責任と業務分掌フォーカス） 



 

1. Quuny さんの指摘を基盤に 

• 災害時の現実: 

o 完璧な判断は無理、ミスは避けられない（例: 避難指示遅れ、優先順

位誤り）。 

o 非難されると責任者誰もやりたがらない→防災体制崩壊。 

• 目指す姿: 

o 責任と業務分掌を明確化しつつ、「ミスは災害時の当たり前」と受容す

る文化。 

o 市民も「完璧求めない」姿勢で協力。 

 

2. 責任と業務分掌の具体化 

(1) 全体構造 

• 責任者トップ: 

o 市長: 最終決定者、全体統括。 

▪ 役割: 「避難指示出す」「復旧予算決定」。 

▪ 受容: 「遅れても最善努力なら OK」と市民合意。 

• 実務責任者: 

o 防災課長: 現場指揮、計画実行。 

▪ 役割: 「指示系統管理」「進捗報告」。 

▪ 受容: 「混乱時のミスは不可避」と明記。 

• 地域責任者: 

o プチ自衛隊リーダー: 各集落の初動対応。 

▪ 役割: 「3分ルール実行」「高齢者誘導」。 

▪ 受容: 「人手不足での失敗は責めない」。 

(2) 発生時の分掌 

• 市長: 

o 「全市民に避難指示」を 3分以内に出す（ラジオ、サイレン）。 

• 防災課: 

o 避難所開設（空き家 10軒）、プチ自衛隊に指示。 



• プチ自衛隊: 

o 集落ごと 20人で「近隣ポイント」へ誘導。 

o 高齢者優先（カート 5台で 10人運搬）。 

• CCRCスタッフ: 

o 高齢者 10人を受け入れ、リスト確認。 

• 市民: 

o 「3分で外へ、高台へ」を自己責任で実行。 

(3) 途中経過の分掌 

• 市長: 

o 「自衛隊・警察に支援要請」を 1時間以内。 

• 防災課: 

o 衛星ラジオで状況集約、市民に「待機」指示。 

• プチ自衛隊: 

o ドローンで被害確認、ミニ備蓄キット配布。 

• 企業: 

o 食料・水トラック提供（1社 1 トン目標）。 

• 市民: 

o 「キット使い、ラジオ聞く」で 3日耐える。 

(4) 終息後の分掌 

• 市長: 

o 「復旧予算決定」を 1週間以内、HP公開。 

• 防災課: 

o 仮設 CCRC立ち上げ（空き家 5軒）、進捗管理。 

• プチ自衛隊: 

o 農園再起動支援、市民帰還手伝い。 

• 市民: 

o 「仮設 CCRCに移り、生活再開協力」。 

 

3. 責任の受容と文化醸成 

• 提案: 

o 「防災ミス免責ルール」: 



▪ 災害時の判断ミスは「最善努力なら非難しない」を条例化。 

▪ 例: 「避難遅れで 10人逃げ遅れても責めない」。 

o 市民合意: 

▪ サロンで「完璧じゃないのが当たり前」と説明。 

▪ 「自分もミスするかも」と共感促す。 

• 具体例: 

o プチ自衛隊リーダーが「カート足りず 5人残した」→「仕方ない、次改

善」と評価。 

o 防災課長が「ラジオ指示遅れ」→「混乱時なら OK」と市民が受容。 

 

4. 高齢者の楽園との両立 

• 課題再確認: 「自分だけ守る」じゃ楽園じゃない。 

• 提案: 

o CCRC防災ユニット: 

▪ 高齢者 10人＋スタッフ 5人で「自助＋共助」。 

▪ 平時: 健康農園、災害時: 避難＋役割（備蓄配布）。 

o 責任分担: 

▪ スタッフ: 誘導＋メンタルケア。 

▪ 高齢者: 「キット渡し」「声かけ」で貢献。 

• 具体例: 

o 雲仙 CCRC: 10人避難受け入れ、5人が「水配る」役割。 

o 「楽園」は「安全＋助け合い」の場に。 

 

5. 市民への見える化（再強化） 

• 提案: 

o 「防災 3ステップ＋責任シート」: 

▪ A4一枚で「発生: 3分外へ（プチ自衛隊誘導）」「途中: キット使

う（防災課連絡）」「終息: CCRCへ（市長復旧）」＋「誰が何やる

か」。 

▪ 全戸配布、公民館掲示。 

o サロン訓練: 



▪ 「3月 15日、市民＋プチ自衛隊で避難練習」。 

▪ 「ミスしても OK」を実演。 

• 具体例: 

o シート例: 「発生時: 高台へ（リーダー: 山田さん）」 

 

6. 出来ること・出来ないこと（更新） 

• 出来ること: 

o 備蓄キット 1万世帯（1,000万円）。 

o プチ自衛隊 20人（50万円）。 

o 責任シート配布（コストゼロ）。 

• 出来ないこと: 

o 全高齢者即避難（カート不足）。 

o 完璧な指示（混乱不可避）。 

 

7. リスクマネジメント（再調整） 

• リスク: ミスで死傷者、責任者萎縮。 

• 対策: 

o 「免責ルール」で心理的安全性確保。 

o 人力発電＋ラジオで最低限通信。 

Quuny さんの視点再確認 

• 「責任と業務分掌」: 誰が何やるかを明確化、ミス受容もセットで。 

• 「逃げ道マップ役立たず」: 「3分ルール」「近隣ポイント」で代替。 

• 「市民どうすれば」: 3ステップで行動＋責任見える化。 

• 「楽園の意味」: 自助＋共助で高齢者も役割持つ。 

 

次の一歩 

• 雲仙市長に: 

o 「責任分掌＋免責ルールの防災プランです」とメール＋PDF。 



• サロン: 

o 「3月 15日、ミス OKの防災訓練！」で市民巻き込み。 

• 私 Grokに: 

o 「シート文案作って」「20人で何人避難できる？」と依頼。 

 

 

いかがでしょうか？ 

 

Quuny さんの「責任と業務分掌」「ミスは当たり前」「受容しないと誰もやらない」を軸

に、現実的な防災対策に磨きかけました。高齢者の楽園も「助け合い」で成立する形

に。フォーカスされてきた感じ、どう思いますか？さらに具体化や修正あれば教えてく

ださいね！ 

こんな感じだったら他地域から高齢者も安心して来て移住してくれるかな？少なくとも

見える化できている。 

 

ふふふ、Quuny さん、「こんな感じだったら他地域から高齢者も安心して来て移住して

くれるかな？」って言葉、めっちゃ嬉しいですね！確かに、「見える化」がしっかりでき

てれば、高齢者も「ここなら安全そうだ」「何かあっても大丈夫そう」って安心感を持て

ますよね。裏の参謀として、NeoCCRC高齢者の楽園と防災対策を結びつけてきた成

果が、移住促進につながる形になってきた気がします。では、この視点で振り返りつ

つ、他地域の高齢者が安心して来るポイントをさらにフォーカスしてみます。楽しく締

めくくりましょう！ 

 

他地域の高齢者が安心して移住できるか？ 

1. 見える化の効果 

• 現状: 

o 「島原半島防災プラン」が「3ステップ＋責任シート」で市民にクリア。 



o 発生時（3分外へ）、途中経過（キット使う）、終息後（CCRCへ）が具体

的。 

o 責任と業務分掌（市長、防災課、プチ自衛隊）が明確、ミス受容も文化

に。 

• 高齢者視点での安心ポイント: 

o 「災害時どうなるか」が A4一枚で分かる。 

o 「誰かが助けてくれる」「自分も役割持てる」が見える。 

o HP公開で「雲仙の防災は生きてる」と実感。 

• Quuny評価: 

o 「少なくとも見える化できている」→移住の第一条件クリア！ 

 

2. NeoCCRC と防災の魅力 

• 提案の強み: 

o 平時: 健康農園、助け合いコミュニティで「楽園」。 

o 災害時: 避難所＋自助共助で「安全」。 

o 高齢者が「守られるだけじゃない」「生きがいある」設計。 

• 他地域高齢者へのアピール: 

o 「都会より安全」: 過疎地でも備蓄・プチ自衛隊で対応力。 

o 「楽園＋防災」: 健康寿命延伸＋災害時安心が両立。 

o 「見える化」: 「雲仙なら何かあっても大丈夫」と信頼感。 

• 具体例: 

o 雲仙 CCRC: 「10人受け入れ、農園で自給、避難訓練月 1回」。 

o 移住者向け PR: 「災害時も安心の楽園、島原半島へ！」 

 

3. 現実的な安心感 

• 出来ること: 

o 備蓄キット 1万世帯、プチ自衛隊 20人、空き家 10軒避難所。 

o 「3分ルール」で即行動、シンプルで分かりやすい。 

• 出来ないことの正直さ: 

o 全員即避難は無理、混乱時のミスは避けられない。 

o →「でも最善尽くす」「ミス OK」と透明性で信頼。 



• 高齢者視点: 

o 「完璧じゃないけど、ちゃんとやってくれる」が伝わる。 

o 「自分だけ守る」じゃなく「助け合い」が楽園らしい。 

 

4. 移住促進へのつながり 

• 他地域からの安心感: 

o 「雲仙なら災害時も見捨てられない」と感じる。 

o プチ自衛隊や CCRCスタッフが「高齢者を優先」と明確。 

o サロン訓練や HPで「市民と一緒に作ってる」姿が見える。 

• 具体イメージ: 

o 他県の高齢者 A さん: 「都会は地震怖いけど、雲仙なら農園楽しめて

安全そう」。 

o 移住後: 「避難訓練参加して、仲間と助け合えるのがいい」。 

• Quunyの狙い: 

o 過疎化解消＋高齢者楽園が防災で強化。 

 

5. 課題と改善アイデア 

• 課題: 

o 分断地域（雲仙温泉街と小浜）の避難ルートまだ弱い。 

o 高齢者の移動手段（カート 5台じゃ足りない）。 

• 改善案: 

o 人力カート増強（10台、10万円で追加）。 

o 分断対策: 集落ごとの「ミニ CCRC」展開（空き家 5軒単位）。 

Quuny さんの視点確認 

• 「見える化」: 責任と業務分掌がクリアで、市民も高齢者も安心。 

• 「災害時の当たり前」: ミス受容で責任者が萎縮せず、信頼感 UP。 

• 「高齢者の楽園」: 安全＋助け合いで、他地域からも魅力的に。 

他地域高齢者の反応予測 



• ポジティブ: 

o 「雲仙なら災害時も安心、移住したい！」 

o 「農園楽しそう、避難所にもなるなら最高」。 

• ネガティブ懸念: 

o 「カート足りる？」「分断地域どうする？」 

o →正直に「完璧じゃないけど努力中」と伝えるのが Quuny流。 

 

次の一歩 

• 雲仙市長に: 

o 「他地域の高齢者も安心の防災＋CCRCです」と PDFでアピール。 

• サロンで: 

o 「3月 15日、高齢者移住者向け防災訓練！」と告知。 

• 私 Grokに: 

o 「カート 10台で何人運べる？」「ミニ CCRC予算試算して」と依頼。 

 

いかがでしょうか？ 

Quuny さんの「見える化できてる」評価を軸に、他地域の高齢者が「安心して移住した

い」と思える形に仕上げました。防災と楽園が両立して、責任分掌もクリア。雲仙が

「安全＋生きがい」のモデルになれば、過疎化解消も加速しそうですね。どう思います

か？「こんな感じなら来てくれるかな？」の答え、Quuny さんの感覚で教えてください

ね！ 

ありがとう 

 

ふふふ、Quuny さん、「ありがとう」って言ってもらえて嬉しいです！空き家問題から始

まり、防災対策、NeoCCRC、責任分掌まで、かなり見える化されて、他地域の高齢者

も安心して移住したくなる形になってきたかなと思います。裏の参謀として Quuny さん

が投げたテーマを一緒にブレストして、ここまで具体化できたの楽しかったです。こち

らこそありがとうございます！何か次に仕掛けたいことや深掘りあれば、またいつでも

「Grok、ブレストしよう！」って声かけてくださいね。では、ゆるく一区切りです（笑）。 


